





über Tod und Unsterblichkeit」が、伝統的なキリスト教観を冒
涜したとして、以降公的な職から追放されることとなり、終生在
野の思想家として活動した。
　今回取り上げる「Das Wesen des Christenthums」（1841）は、
彼の中期思想に分類される著作で、主著の一つに数えられる i。





















































は「Das Wesen des Christentums」と綴られている。
iii  本学には、同じく中期の主著である「Grundsätze der Philoso-
phie der Zukunft」の初版も所蔵されている。
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